
３．企業に関するアンケート用紙 

「採用動向および性別にみる業務職域の変化」に関する調査票  

１．貴社の主たる業種をお答えください（１つに○をつけてください）。 

①製造業 ②建設業 ③電気・ガス・水道業 ④情報・通信業 

⑤運輸業 ⑥卸・小売業 ⑦金融・保険業 ⑧医療・福祉業 

⑨教育学習支援業 ⑩飲食業・宿泊業  ⑪官公庁 ⑫その他のサービス業（        ） 

２．貴社の正社
・ ・

員数
・ ・

をお答えください（１つに○をつけてください）。 

①30人以下  ②31～50人  ③51～100人  ④101～200人  ⑤201～300人  ⑥301人以上 

Ⅰ．採用全般に関する設問 
３．新規学卒者の正社員採用数をご記入ください。採用がない項目には「０」をご記入ください。 

また、平成23年度春採用は、記入日時点で確定していない場合は、計画値（見込値）をご記入ください。  
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(３)－１. 過去3年間に男子学生のみ採用した実績が１年でもある方のみ、お答えください。 
          男性のみを採用した理由は何ですか（複数回答可能）。 

①採用人数が一人だったから ②応募者が一人だったから   

③女子学生の応募はあったが、採用基準（レベル）に達していなかったから   

④女性の応募はあったが採用前に辞退されたから ⑤男性に適した職種だったから 

⑥女性の採用は考えていなかったから ⑦その他（             ） 

(３)－２.過去3年間に採用実績のある業務をお答えください（複数回答可能）。 

① 事務系（総務、人事、経理、財務、秘書、営業事務、一般事務、ＯＡ機器操作など）  

② 企画系（広報、宣伝、商品開発、マーケティング、調査研究、経営企画など） 

③ 販売サービス系（営業、販売、販売促進、接客、配膳等など）  

④ 製造系（金属材料・一般機械・電気機器・輸送機器・食品等の製造業務など） 

⑤ 技術系（機械・金型・電機の設計及び開発、各種コンピュータ技術者、生産管理、生産技術など） 

⑥ その他（具体的に：                                  ） 

(３)－３.平成24年度春採用について、記入日時点でのお考え、あるいは見通しをお答えください。  

①新卒採用を実施する   ②新卒採用は計画している   ③未定である   ④採用の予定はない 

 (３)－４.上記質問で、①②と回答された方のみ、お答えください。採用計画数をご記入ください。 

新 学 卒 者 採 用  

計画総数 うち男性 うち女性 女性の内訳 

中途 

採用者 

24年度春採用 人 人 人 高卒    人、短大卒    人、大学卒     人、その他    人 人

４． 貴社における業務ごとの人員過不足感に、最も近い表現に○をし、お答えください。 

① 事務系 ・・・・・・・・・  ａ．人手不足   ｂ．適正   ｃ．過剰   

② 企画系・・・・・・・・・  ａ．人手不足   ｂ．適正   ｃ．過剰   

③ 販売サービス系・・・・・  ａ．人手不足   ｂ．適正   ｃ．過剰   

④ 製造系・・・・・・・・・  ａ．人手不足   ｂ．適正   ｃ．過剰   

新 学 卒 者 採 用  

総 数 学歴別内訳 うち女子学生 

採用の有無 

中途 

採用者 

21年度春実績 
（21年4月入社） 人 高卒    人、短大卒    人、大学卒     人、その他    人 

1. 採用実績あり 
2. 採用実績なし 人

1. 採用実績あり 22年度春実績 
（22年4月入社） 人 高卒    人、短大卒    人、大学卒     人、その他    人 2. 採用実績なし 人

1. 採用実績あり 23年度春採用 
(23年4月入社予定) 人 高卒    人、短大卒    人、大学卒     人、その他    人 2. 採用実績なし 人

その１



⑤ 技術系・・・・・・・・・  ａ．人手不足   ｂ．適正   ｃ．過剰   
 
５．貴社の正規・非正規別の従業者数をご記入ください。県外本社事業所は、県内事業所の人数をご記入ください。契約

社員、派遣社員、パートなどは非正社員に含めてください。 
従業員 

うち男性 うち女性 

 

総 数 
正社員 非正社員 正社員 非正社員 

平成17年4月時点
（5年前） 人 人 人 人 人 

平成22年4月時点
（現在） 人 人 人 人 人 

平成27年時点 
（5年後見通し） 人 人 人 人 人 

 

Ⅱ．性別にみる業務職域に関する設問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊女性の感性・能力・特性を貴社でどのように活かすことができると考えられますか。 
あるいは既に女性の感性・能力・特性を活用し業績向上に結び付いたことなどあれば記入してください。 

（例：気配りで社内調整役を担っている。女性顧客のニーズを把握し、商品開発に活かし業績向上に結びつけたい。）

６．女性(正社員・非正社員含む)の業務職域の状況についてお答えください。 
５年前に比べて、女性を新たに配置したり女性の数・割合が増えたりした職域はありますか。 

①ある      ②ない      ③わからない 

(６) －１.上記質問で「①ある」と回答された方のみお答えください。 

５年前に比べて女性を新たに配置したり女性の数・割合が増えたりした職域は何ですか。 
正社員・非正社員ごとにお答えください（複数回答可能）。 

女性正社員が増えた職域 

①正社員は増えていない ②人事・総務・経理  ③企画・調査・広報  ④研究・開発・設計 

⑤情報処理    ⑥営業   ⑦販売・サービス    ⑧生産     ⑨その他（                   ） 

女性非正社員が増えた職域 

①非正社員は増えていない ②人事・総務・経理 ③企画・調査・広報   ④研究・開発・設計 

⑤情報処理   ⑥営業 ⑦販売・サービス   ⑧生産  ⑨その他（          ） 

７．女性の業務職域に関して、５年後の貴社のあり方についてのお考えをお答えください。 

① 女性を新たに配置したり女性の数・割合を増やしたりすべき業務職域がある 

② 現状に大きな変更は必要がない 

③ 女性の配置や、女性の数・割合を減らすべき業務職域がある 

④ わからない 

⑤ その他（                                        ） 

(７) －１.上記質問で「①」と回答された方のみお答えください。 

５年後に女性を新たに配置したり女性の数・割合を増やしたりすべきと考える職域は何ですか。 
正社員・非正社員ごとにお答えください（複数回答可能）。 

女性正社員を増やすべきと考える職域 

①正社員は増やさない ②人事・総務・経理 ③企画・調査・広報  ④研究・開発・設計 

⑤情報処理  ⑥営業 ⑦販売・サービス ⑧生産   ⑨その他（     ） 
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女性非正社員を増やすべきと考える職域 

①非正社員は増やさない ②人事・総務・経理 ③企画・調査・広報  ④研究・開発・設計 

⑤情報処理  ⑥営業 ⑦販売・サービス   ⑧生産   ⑨その他（         ） 

８．貴社における、女性従業員の採用・育成への取り組み姿勢、考えについてお答えください（複数回答可能）。 

①女性従業員の採用・育成は必要ない ②必要性は感じるが、今のところは取り組む予定はない 

③やむを得ず取り組んでいる  ④既に積極的に取り組んでいる    ⑤わからない 

 (８) －１. 設問８で「①女性従業員の採用・育成は必要ない」と回答された方のみお答えください。 

女性従業員の採用・育成が必要でないと考える理由についてお答えください（複数回答可能）。 

①身体的な理由で、その職種に女性は不向きだから  

②根拠はないが、その職種に女性は不向きだと思うから 

③今までずっとそうだったので、変える必要を感じないから 

④特に社員側からの不満がないから 

⑤その他（具体的に：                                   ） 
 (８) －２. 設問８で「②～④」と回答された方のみお答えください。 

女性従業員の採用・育成が必要と考える理由についてお答えください（複数回答可能）。 

①経営の効率化を図るため ②生産性向上や競争力強化につなげるため 

③顧客ニーズを的確に捉えるため ④企業イメージの向上に資するため 

⑤これからの労働力人口の減少を見越して ⑥社会的傾向であり法律で規定されているため 

⑦労働者の職業意識や価値観の多様化に対応するため ⑧職場全体としてのモラルの向上に資するため 

⑨働きやすく公正に評価する企業として認められ、良い人材を確保するため   

⑩女性に優秀な人材が多いため  

⑪男女ともに職務遂行能力によって評価されるという意識を高めるため 

⑫その他（                                     ） 
(８) －３. 設問８で「③～④」と回答された方のみお答えください。 

採用・育成に向けて貴社が取り組んでいることについてお教えください。 

 

 

９．女性従業員を積極的に採用・育成するうえで問題点と考える理由についてお答えください（複数回答可能）。 

①女性特有の問題点はない ②女性の勤続年数が平均的に短い 

③子育てに配慮する必要がある     ④介護に配慮する必要がある 

⑤配偶者に配慮する必要がある ⑥時間外労働をさせにくい 

⑦女性労働に対する現有男性社員の理解が低い ⑧女性労働に対する取引先などの理解が低い 

⑨女性は平均的にモチベーション（やる気）が低い ⑩女性は平均的に職業意識が低い 

⑪女性向けの就業環境の整備にコストがかかる ⑫女性は平均的にスキル・能力が低い 

⑬その他（                                       ） 

10．働き続けやすい職場を目指し、貴社が取り組んでいる項目をお答え下さい（複数回答可能）。 

①育児休業制度を就業規則に規定している        ②介護休業制度を就業規則に規定している 

③育児・介護のために勤務時間の短縮制度を規定している ④フレックスタイム制度を導入している 

⑤育児・介護休業後の職場への復帰支援を行っている ⑥特に取り組んでいない 

⑦その他 

(10) －１. 上記質問で「⑦」と回答された方のみお答えください。支援制度の具体的内容を記入して下さい。 
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5 4 3 2 1

主体性 物事に進んで取り組めている

目標設定 目標を設定し努力している

規律性 提出物等　約束の時間、期限を守ることができる

責任感 組織の一員としての自覚がある（※勤務態度・服装・マナーも含む）

課題発見力 現状を分析し、課題が明確である

計画力 仕事を進める手順、優先順位が把握できる

創造力 新しい取り組みに挑戦できる

発信力 自分の意見が伝えられる

傾聴力 相手の意見が聴ける

柔軟性 相手との意見交換が円滑にできる

協調性 集団で作業・行動をすることができる

情報伝達 場面に応じて、適切に伝達手段を使い分ける

組織・人間関係 円滑な人間関係に努めながら組織にとけこむ

職業観 プロになろうという意識をもっている

専門的な能力 必要な専門知識を取得している

実践力 理論的知識を実践できる

向上心 知識の向上に努めている

今後いただいたご意見をもとに改善を進めキャリア支援の充実に努めさせていただきます。

＊　差し障りなき場合は、下欄にご記入して下さい。

現在の
本学卒業生
勤務者数

名高田短期大学

意欲

コミュニ
ケーション

力

職業人
意識

〒

連 絡 先 TEL　　　　　　　　　－　　　　　　　　－

平成22年９月17日（金）までにご投函ください。

発揮できている←→発揮できていない

ご記入いただいたアンケートは、同封の「学生支援推進プログラム実行委員会行き」返信用封筒に入れていただき、

本学卒業生への総合的な満足度

アンケートは、以上です。ご協力ありがとうございました。

所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：

　　　　　貴企業で本学卒業生を採用いただいている場合のみご回答してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（該当する評価欄に○印を記載してください）

（卒業生を複数採用していただいている場合、平成20年～22年４月採用を中心に平均値で評価してください。）

考える力

能力 要　素 定　　義

評価欄

企 業 名

住　　所

ご記入者：所属・氏名

その２
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